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　　　・ＮＰＯ法人ポータルサイト（内閣府）

hhttp://www.npo-homepage.go.jp/portalsjte.html

　　　　　　・やまなしＮＰＯ情報ネット

　　　　http://www.yamanashi-np.net.jp

　・山梨県ボランティア・ＮＰＯセンター

　〒400-0031甲府市丸の内２－３５－Ｉ

　電話　０５５（２２４）２９４１（代）

　　　　　http://www.yva.Jp

.∧I…………47｡|｡’1!｡｡､、寄肘税制、協働など

・山梨県企画県民部県民生活・男女参画課

　　電話　０５５（２２３）１３５１

山梨県では､地域課題を解決する新たな担い手として期待されるＮＰＯが、

県民の皆様のご遡解とご支援をいただくことにより活動が活発化し､住み

よい社会づくりの実現につながるよう､本リーフレジトを作成しました。

発　行　山梨県企画県民部県民生活・男女参画課

　　　　〒400-8501山梨県甲府市丸の内1-6-1

　　　　TEL 055-223-1351 / FAX 055-223-1354
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新しい力､起こる。
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りPOの姑鵬に7以ぶr鍛唇う
　ＮＰＯとは､｢Non-Profit(ノンプロフィット=非営利)Organiza

'一般的にi特定非営利活動法人(ＮＰＯ法人)やボランティア団体

ニあなたの身近で4社会のために例えば次のような活動を

lli

高齢者が地域で安心して暮らし続
－ 一 一 ･

けられる社会にしたいとの思いか
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

ら､食事サービスや話し相手､認知

症の人やそのご家族への支援な

ど､きめ細やかな支援活動をして

います。

tiorl(オーガニゼーション＝組織)｣の頭文字をとった略語です．

などヽ営利を目的とせずに社会貢献活動.を!iりているI民間団体を指します．

行っています．　　．･　ノ　　　　レ　　バ・．・．･･　　　・・．･

未来を担う子どもたちが、心豊かに
r － － - - - 一 一 一 一 一 一 －

のびのびと成長できるよう､育児不安

を抱えた親への相談支援や放課後の

子どもたちの安全な居場所づくり､不

登校の子どもたちへの学習支援など

の活動を展開しています。
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人権擁護又は平和推進　国際協力

職業能力開発　消費者保護　など
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災害時の被災地での直接的な救援
活動をはじめ､ボランティアのコー

　　■㎜■■■■■･■･･㎜㎜㎜･㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜=･･･=J=JI----==--･･

ディネーﾄや被災地資料のデジタル

化など､少しでも被災者の力になりた

いとの志いから活動に

ます。

取り組んでい

一 一

||

－

－

一

一

：

川をきれいにしたり､ゴミを滅らすなど
一 一 一 一
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して､将来もずっと美しい山梨に住み続

けられるようにとの願いから 河J ||の

清掃活動や､リユース食器の貸出し､マ
－ － 一 一

イバック運動によるエコライフの普及

活動などに取り組んでいます。

に
に
｀
坦

EF

一一

＿ら

Ｊ．゛

&1

φ7;y

,:･,一･j,f

S｡‘

iil'‘“

●II一一i

ﾀﾞ

．

ゝ

ら可-

　!'一一･4

　　■■･■■■■･･㎜　　　-一一

■ ㎜ ㎜ ■

・ ｊ

w ■ P



　阪神･淡路大震災を機に､社会のために何かをしたいという人が増えてい

ます｡東日本犬震災では､数多＜のボランティアヤＮＰＯが様々な支援活動を

展開し､被災他の復旧､復興に向けた大きな力となっています。

　ＮＰＯには､その活動を通じて自らの思いを実現し､生きがいを息｣造してい

く場としての魅力や可能性があります。

　またＮＰＯは地域に根付き､行政などの対応が難しい分野で､自ら柔軟に

サービスを兪｣り出して社会に提供するなど､新たな公共的サービスの担い

手としての役割が期待されています。

　F､POの特長

　ＮＰＯは､地域社会の様々な課題を解決することを使命に掲げ活動してい

る団体であり､大きな特長として｢非営利性｣が挙げられます。

　この｢非営利｣とは､必ずしも｢無償｣で事業活動を行うことではな＜､その

活動の結束収益が得られても､これを構成員に分配せず､団体の活動資金に

充てることを意味します。
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　　ONPOが活動を発展させていくためにＥ
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　多くのＮＰＯは､活動をさらに発展させ

るうえで､人手不足や活動を支える資金調

達を課題としています｡またＮＰＯとして

信頼を得ていくことも重要であり､地道に

活動を続けながら､これらの課題を克服し

ていくことが必要となっています。
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大手零諮資金調達
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ＮＰＯへの支援は､個人ができる社会貢献のひとつです。

｢地域をもっと良くしたい｣という思いをＮＰＯへの支援という形に

してみませんか。

家にある本やおも

ちゃを子育て支援

団体に寄附しよう
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　災害の復興支援活

　動に参加しよう　　

｜
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　ＮＰＯが主催するイベントに参加したり､ボランティアとして活動に参加して

みましよう。
　会員になって会費を納めるかたちでの支援もあります。

…………お金息寄附i沓ａ

　活動に共感したり､目的に賛同できる団体が

見つかったら､寄附というかたちでの支援があ

ります。

椚物資忍寄賄沓る
ー--－－--

　日用品や衣類､食料品など､物品の寄附もでき

ます。
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F……liごま税制丿逸優遇措置砦如誌宙渚

･ＮＰＯ法人のうち、｢認定ＮＰＯ法人｣に個人が寄附をした場合､寄附した方が税

の優遇措置を受けられる制度があります。

　1:所得税額の控除額(税額控除を選択した場合)

　　　(寄附金額－2,000円)×40％

　2T住民税額の控除額(県と市町村双方が指定した場合)

　　　(寄附金額－2,000円)×10％

-II●--

　　,/　hlこT坦方税((2で)あわせて　　　　　　　　　ｉ

＝=に余顛※の冊大約50％が税額から控除されます。｜

※その年中に｢認定NPO法人｣に寄附した金額の合計

●゛ぶ‘“k゛
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V皿-

･認定NP(⊃法人とは､客観的な基準によって､高い公益性をもつＮＰＯ法

人として国税庁･都道府県又は指定都市から認定を受けたものをいい

ます。

:……N闘躊湖図奎1逡

　回べてみよう

　支援してみようと思う団体を調べるには､県民情報センターで開示している

ＮＰＯ法人の事業報告書など書類の閲覧や､内閣府｢ＮＰＯポータルサイト｣、[や

まなしＮＰＯ情報ネット]のサイトが利用できます｡ＮＰＯ法人の定款､行った事

業の内容､会計状況を見ることができます。

　また独自にホームページを運営しているＮＰＯもあり､そこではさらに詳しい

活動内容が見られます｡イベント予定や､ボランティアの募集､寄附の受付の情

報などを調べてみましょう。

　　ＮＰＯ法人は､自らに関する情報をできるだけ公開することによって

　　市民の信頼を得て､市民によって育てられるものとされています。

　相談しよう

　山梨県ボランティア･ＮＰＯセンターでは､個人･団体を問わず､多様な活動

への相談支援や､関係団体相互の情報交換･交流を図る事業を実施していま

す｡ボランティア活動への参加先や､寄附先についても相談に応じています。

● 応援賤紬秘瞳聊諮LJ沿活動勿潟宿骸,喘政

認定ＮＰＯ法人富士山ｸﾗﾌﾞl=お聞き
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‐活動実績､内容を教えてください｡－

　冨士山ろくでの清掃活動を年間60回行い､これまでの８年間で500

トンの不法投棄ごみを回収しました｡また､特定外来植物の調査･駆除

活動や､森づくり活動として広葉樹の植樹､育林環境教育活動として

キャンプやトレッキングなどの体験活動や学校への出張授業を実施し

ています。

一寄附により､活動の幅が広がりましたか｡－

　市民からの寄附は､活動を大きく支

えています｡清掃活動では､自治体が

引き取ってくれる一般ごみ以外に､タ

イヤや注射針などの医療廃棄物など

処理費用がかかるものは寄附金で処

理しています｡森づくりなど具体的に

指定を受けた寄附は､積み立てておい

て活動で使用する例えばカマやス

コップなどの購入費用に充てていま

す｡遠方の学校から訪問授業など要請があれば､交通費などの実費は寄

附合でまかない､できるだけ多くの学校を訪問しています｡寄附はお金

だけでなく､イベントでの使用で再び使用されることのなくなったト

ング､軍手､ごみ袋などの物資の寄附も大変役立っています。

一寄附をされた方への感謝､報告｡－

　仕事が忙しい､高齢である､遠＜に

住んでいるなどの理由で､活動に参加

できないけれど､団体の理念に賛同し

て応援したいと寄せられる寄附もあ

ります｡社会の抱える課題を市民が解

決しようと取り組むＮＰＯの活動で

は､よいアイデアや手法があっても、

活動資金がなければ実行できません。

みなさんの思いの形である寄附に感謝し､活動報告を行うことを忘れ

ずに犬切に有効に活用しています。
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